
平成 29年度 第 8回 理事会議事録 

 

日時：平成 29年 12月 26日（火）19：00～20：35 

場所：県士会事務所 

出席：（理事）小林伸、磯野、有泉、大西、名取、北山、

古屋、井村、三科 

   （部長）小林泰、入倉 

書記：笹本 

 

会員管理情報 

慶事１件 弔事 0件 施設数 127  

会員数 885名（施設 826名 自宅 59名）                 

Ⅰ．審議事項（全 2題） 

１.PT 士会配布用チラシの増刷及び内容変更について：

広報局広報部 

・チラシ裏面を、ロコモからフレイルに変更したい。キ

ャラクターのニコリンは前回協会から使用許可を貰

っている。チラシの内容は一から作成した。 

→承認となる。 

2．平成 29年度の広報グッズ作成について：広報局広報

部（携帯うちわの作成） 

・1 番多く配布するのが、理学療法週間事業やねんりん

ピック等の暑い時期なので、携帯用うちわは多くの方

が貰ってくれると考えている。 

→承認となる。 

 

Ⅱ．報告事項（全 26題） 

1．各種委員会報告 

・地域支援事業推進委員会（磯野副会長） 

三士会地域支援事業等推進員会 H29,11/29開催 

内容：地域ケア会議の推進に向けて 

①POS バンクについて、市町村から依頼が来た際の手

続きのマニュアルが近々完成するので、参考にして

欲しい。 

②地域ケア会議推進について、今まで大分県の OT 佐

藤先生に講演をして頂き進めてきたが、地域ケア会

議を始められるレベルまで持っていく必要がある。

PTから笠井先生、真野先生、磯野副会長が山梨県健

康長寿推進課の秋山先生の指導を受ける。 

③地域支援事業等推進委員会について、今まで介護予

防をどう推進していくか議論の中心だったが、今後

は地域ケア会議にセラピストが出て対応出来るよ

うに検討をする 

・訪問理学療法委員会（小林会長） 

実務者研修を行った後に委員会を開くので、後日報

告する。 

・災害対策委員会（代理 有泉局長） 

12月 25日の山梨 JRAT運営委員会開催、1月 25日（木）

11 時に県と締結する予定。締結した場合は全国で 3

番目。関東甲信越では初となる。 

・特別支援教育委員会（有泉局長） 

12月 14日委員会の報告：2月 10日に研修会開催 

・やまなしリハ‐ケア委員会（磯野副会長） 

研修会報告及び次年度の計画について 

①研修会について、退院前カンファを壇上で行う形で

実施。次回は未定だが、4士会で行う予定。 

②次年度事業計画について、現状、代表者や規約、公

印等が無いため、領収書の発行や振り込み等が難し

い。今後、組織化を検討していく。 

・選挙管理委員会（有泉局長） 

①協会の代議員選出の代議員選挙がある。県士会員数

によって代議員の数が決まっており、山梨県は 3名。

立候補者が 4名以上の場合は選挙となる。代議員選

挙の立候補の告知を士会員に周知をする必要があ

るので、HPに載せる予定。 

②士会の役員選挙について、規約上、立候補者に対し

て選挙を行い、当選した方を総会で承認する形とな

る。選挙戦となった場合は、5月 15日の総会時に選

挙となる。今後の日程は、「3月 16日公示」「4月 15

日告示」となる。立候補者がいなければ再選挙とな

る。その間は現在の理事が理事会を継続。 

③現在理事 10名だが、理事の人数は最大 15名、最小

6名。事業内容によっては増員も必要と思われる。 

・表彰委員会（有泉局長）：特になし 

2.福祉厚生局地域連携部（三科局長） 

①平成 29年度第 17回地域理学療法研修会事業報告 

H29年 11月 19日、参加者 90名だった。 

3．学術局学術研修部（名取局長） 

①第 2 回学術研修会事業報告 H29 年 11 月 25 日、参

加者は 94名であった。 

②第 4回学術研修会開催について、H30年 2月 18日に

実施する。当日、小林会長が不在のため、挨拶の有

無を部長と相談する。 

4．学術局学術集会部（名取局長） 

①第 2回山梨県リハ専門職合同学術大会(第 21回山梨

県理学療法士会学術集会)報告について 

 参加者、延べ 681名、PT参加者延べ 305名 

次回 3年後は、PT士会の運営となり、大会長・実行

委員長・財務・総務は PT が行うことになる。その

際は協力をする。内容や期間等については今後検討

していく。今大会では第 1回会議を約 1年半前に開

催した。 

5．社会局スポーツ PT部（古屋局長） 

スポーツ PT部報告について 

①U14、U18テニス大会へ参加。 

他県士会からの受け入れを行った。スポーツ PT 部

としては、他県の PT は大会・選手との関わりが少な

いため、オリンピック・パラリンピックを踏まえて、

機会を提供するのは良いと考えている。本当は関ブロ



のスポーツ部の中で方針を決めてから話し合った方

が良いが、協議会では話が進んでいない。今回は若い

PTが多く見学となる場合もあった。 

他県からの受け入れについては、今まで通り自費で

の参加が前提となる。 

・提供を受ける選手も不安になってしまうので、定期

的なスポーツ PTの活動、またはスポーツ PT勉強会に

1～2回参加して、ある程度能力を把握した方に協力を

して貰うのはどうか。 

・ある程度基準（能力や研修会を受講した方等）を提

示して募集する方法はどうか。 

→主な目的として経験を積ませるのか、活動に協力し

て貰うのか、方針を明確にして募集をかける。小尾

部長と検討をする。 

②冬季国体スケート出向きなしについて→報告のみ 

③スポーツ理学療法勉強会について 

VF甲府のPT木村氏で調整中。ブラジル国籍なので、

ブラジルの PTの状況も併せて話して欲しい。  

6．社会局委託事業部（古屋局長） 

①日産労連主催、第 42 回クリスマスチャリティー公

演へ協力した。 

元々は労働組合の中でボランティア活動する目的

で NPO法人を立ち上げてコンサートなどの活動して

いる。今年は山梨県で開催された。 

②ダイハツとの共同事業についてについて 

高齢者の筋力について研究をされている健康科学

大学の下瀬先生が対応する。前回は、三重県で実施

しているので、DVD を参考にある程度統一性を持っ

て実施する。 

7．企画局企画研修部（井村局長） 

①平成 29年度企画研修部研修会について 

H30年 3月 9日を予定。栄養学について行う。 

研修会の対象は OT・ST にも広げる予定。講師が泊

まるので懇親会を考えている。OT・ST の HP の掲載

を各事務局へ依頼して周知する。 

8．企画局調査研修部（井村局長） 

①ケアマネージャーへのアンケートについて 

ケアマネ協会の協力が得られ、約 900人の会員の個

人あてにアンケートを同封し郵送した。所属等は無

記名で回収している。 

9. 事務管理局（有泉局長） 

①指定管理者中央研修会（職域別）の出席者について。 

大西先生（甲州ケアホーム）、菊池先生（山梨リハビ

リテーション病院）、山田先生（甲府共立病）、雨宮先

生（中央病院）の 4名。 

②事務員の募集について 

自宅会員（時給 1200円＋交通費）からの応募なし。

今後は一般の方（時給 1000 円）も対象にする。申

請は士会の HP にアクセスして事務管理局問い合わ

せからメールを送信する形をとっている。 

③会費未納者について  

これまで電話連絡をしていたが今後はしない。4 月

1日時点で未納者は会員資格停止になり、6月 30日

まで未納者は未納退会扱いとなる。未納退会者は復

会してもポイントは復活しない。 

④災害対策の JIMTEF参加について 

中央病院の伊藤先生、富士川病院の大野先生が前回

初級コースに参加したが、今度はアドバンスコース

に 1名協会負担、1名士会負担で参加する。今後は、

士会員向けの研修を行う予定。 

⑤連盟の斎藤先生からの研修会案内について 

介護・医療保険の診療報酬改定について厚生労働省

の方が説明する講習会が、協会と連盟の共催である。 

士会から介護保険部と医療保険部の中で参加者を

人選している。介護保険：2 月 24 日、医療保険：3

月 17日。いずれも東京で行われる。 

⑥白根高校「今なりたい職業の座談会」ついて 

白根高校の進路指導の教諭より、現職 PT から仕事

内容ややりがい等について話をする座談会の講師

依頼があった。社会局で対応を検討している。白根

高校の生徒で将来理学療法士の希望者は 20 名ほど

いる。 

 

Ⅲ．その他 

・小林会長より 

関ブロの生涯教育の委員会が 1 月 13 日にある。生涯

学習局から 1～2名参加する予定。 

・有泉局長より 

協会との意見交換会について（来月理事会時） 

 

Ⅳ．次回の意見交換・理事会日程について 

日時 平成 30年 1月 23日（火）20:00～（予定） 

場所 県士会事務所 

連絡 1月 19日（金）までに審議事項および資料

を事務管理局（有泉理事）へ提出する。 

   議題がない場合でも事務管理局へ連絡する。 

 

Ⅴ. 会長より 

・来年、山梨 JRATが県と協定を締結してスタートする。

三士会、リハ協、ケアマネ協会を含めて県と締結する

のは、全国的にも稀なことである。 

・1 月から研修会が続々と開催される予定なので、関

係部局の先生方は、業務勤務の大変なところではある

が、宜しくお願いしたい。 

・来年 1 月に協会から、森本副会長、湯本事務局長が

来られて話し合いをする。 

・来年 2 月に連盟の総会が行われ次期参議院選挙の立

候補は現連盟会長の田中先生となる予定。 


